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―湾岸･アラビア半島地域ニュース―

オマーン：新たな発電事業（IPP）計画　　　　　　　　　　（7月17日付オブザーバー紙）
オマーンの17日付オブザーバー紙は、オマーン電力・水調達会社（OPWP）がグブラにおける発電・淡水化事業（IWPP）計画を修正し、新たにスールにおける大規模発電事業（IPP）を計画していることについて報じた。概要は以下のとおり。
1. オマーン電力・水調達会社（OPWP：Oman Power and Water Procurement company）は、同国シャルキーヤ地方のスール工業団地における大規模発電事業（IPP）の計画を発表した。
2. 発電容量1500MWの本件IPPは、国内で過去最大の発電所未設置地域における新規事業であり、急増する電力需要に対応する長い道のりとなるであろう。
3. OPWPが今月末に発行する同IPPの提案要求書では、2013年夏の電力需要ピーク期に約400MW、2014年夏の電力需要ピーク期までにフル稼働の1500MWでの運転をすることが求められる予定である。
4. 本IPP計画が存在することを認めつつ、ボブ・ホワイトローOPWP・CEOは、提案されている場所は、スールの工業地帯に位置し、大規模な発電所を建設するのに理想的な場所であり、海への良好なアクセスと本IPPの外縁で操業しているオマーンLNGコンプレックスに天然ガスを供給しているパイプラインからそのまま天然ガスの供給を受けることが可能となると述べた。 
5. スールに大規模IPPを建設するという決定は、提案されていたグブラのIWPPの計画見直しによるものである。OPWPは元々、既に施設が存在しているという利点を活かし、環境基準に合わない古いプラントを換装するため、グブラにIWPPを建設することを提案していた。しかし、国際的な環境対策の流れの中で、住宅地域から離れた場所に新たな発電所を建設することとなった。
6. グブラには、増加するマスカット地域の水需要に応え、環境条件を改善するため、約4000万ガロン／日（MIGD）の逆浸透膜（RO）淡水化プロジェクトを展開することが計画されている。

7. ホワイトローCEOは、提案されているスールIPP計画が、電力セクターはオマーンの天然ガス資源の優先的な配分を受けるという最近のジャシュミ石油ガス省次官の発言を受けてのものであり、これは、民間部門の投資において重要な鍵となる電力セクターの長期的な発展への政府のコミットメントを強化するものであると述べた。
◎本「かわら版」の許可なき複製、転送、引用はご遠慮ください。
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